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尾ノ上コミュニティセンターこども教室 
（熊本市錦ケ丘 8-20 尾上コミュニティセンター こども教室  ℡096-340-8731  指導者 田中信夫）  

５才の楽久（がく）ちゃん入門！！ 

 ４月から楽久ちゃんがこども囲碁教室に入門します。５才児の入門は珍しくありませんが、４人姉弟そろって

碁を打つ光景は、少子化の今日稀有の存在です。すばらしいことです。嬉しくなります。４年前、小５の長女と

お母さんは、ヒカルの碁を読んで碁に強い関心をもちます。図書館で碁の入門書を読み、自力で日本棋院宮崎県

本部のこども教室をさがして入門します。その後、熊本の教室で弟達が続きます。 

 日頃、お母さんはこども達に何かひとつ、楽しくて熱中できるものを見つけてあげたいと考えていて、碁にめ

ぐりあい、一緒に学んで打てるようになりました。お母さんのこども達への深い愛情に敬意を表します。 

 ２４年４月Ｙ家６人家族、碁のラインナップ。 

高１長女５級、小６次女８級、小２長男１５級、年中次男（楽久）３０級、母１３級、父無級 最大の後援者。 

この４人姉弟は、佐土原こども囲碁教室にも通っています。近い将来、家族でチームをつくり団体戦に挑戦して

下さい。 

囲碁教室『阿蘇一碁一会』・ヒカルの碁スクール『阿蘇』 
（阿蘇市一の宮町宮地 6273 番地 6   050-3481-7045  代表 藤崎幸次郎） 
３月２０日は、ゆうちょ杯子ども本因坊戦大分大会の入門教室の講師として、大分まで行ってきました。  
朝７時に阿蘇を出た時、気温は 2 度！まだ春は遠そうでした＾＾；  
 
大分大会は、100 名ちょっとの参加で、入門教室にはその内 11 名の申し込みが有りましたが、実際は 2 名増え

て 13 名と御父兄で 30 名くらいの参加者でした。  
琴棋書画のお話や、右脳に良い話の後、ルール説明をして、すぐに五度もチームと大人チームに分かれて一個取

りの『ポンヌキゲーム』！ 
高段のおじいちゃん二人が、空気を読まず大人チームの２勝１敗(^^ゞ 
その後は、１対１の３個取りの個人戦。途中でシチョウとゲタを教えて、最後に囲碁クイズもやったりして、1
時間半の教室もあっという間に終わり、みんな大喜びでした。  
これをきっかけに、親子で囲碁に興味をもってくれたら嬉しいですね(^^♪  

平 成 ２ ４ 年 度 新 学 期 の 始 ま り で す ！ 

新しい学校、新しい学年でも囲碁を楽しみましょう。 



大会には通信教室から、４名が参加。 
代表選では、中１の宮脇君が、２位になり熊本の橋本君と一緒に全国大会に行くことになりました。 
宮脇君は、最近メキメキと力を付け、一番手直りで私が２子に打ち込まれました(^^ゞ 
先の祐徳本因坊県大会でも、ベスト８に入っていました。 
全国大会で、二人の活躍を期待しています。 
有段の部では、小３の日高君が三位。級の部では、６年の一ノ宮君が準優勝しました。 
もう一人は、段を上げて出たので良い勉強になったようです。 
３月２５日は、熊日新聞社で「熊日県民囲碁祭り」がありました。 
８０数チームの参加があり、大盛況でした。 
私は、県支部 A チーム（大将内田さん、副将渡久山さん、先鋒私）に入れて頂き、運善く全勝賞をもらえました。 
チームも４位に入賞出来て、一日楽しく過ごせました。スタッフの皆さん、県支部の皆さん、有難うございまし

た<(_ _)>  
大分県の大会に比べて、参加人数も１００名以上多く、子供や女性の数もかなり多かったので、熊本の囲碁普及

に携わる方々のご尽力には、本当に頭が下がる思いです。 
今後は私も、阿蘇で微力ながら普及活動をやって行きたいと思います。 
「ヒカルの碁スクール『阿蘇』インターネット通信教室」生徒募集中！ 

特徴 
１、教室まで通わなくて良い。２、お互いで多面打ちが出来る。３、検討が簡単に出来る。 
４、スカイプで質疑応答が出来る。５、月謝が安い。（月８～10 回で２０００円） 
ご質問、お申し込みはメールで！ 
メールアドレス itigoitie@aso.ne.jp 
ホームページ http://plaza.rakuten.co.jp/igotti/ 
 
 

熊本母と子の囲碁教室  
（熊本市下江津 3-4-7 ℡096-370-2263  江藤 由久子） 
 去る３月２５日に開催された県民囲碁祭団体戦（１チーム３人クラス別リーグ戦）において、熊本母と子の囲

碁教室Ａチームが見事完全優勝を果たしました。 
 活きの良い粒ぞろいの中学生チームでしたから、そこそこの結果は残すとみていましたが、まさか完全優勝と

は望外でした。本人達の喜びようは大変なもので、よろず勝負事においていかに勝つということが大事か再認識

しました。 
これを契機にますますの棋力向上と、学業にも好影響をあたえるものと期待しております。 
Ａチーム 主将 上村 真由 ・ 副将 ジャイルス・トミー賢治 ・ 三将 松原 萌  
 

日本棋院玉名支部初心者教室 
（玉名市岩崎 154-1  ℡0968-74-4968 担当 隈部敏） 

前回に続いての“受講生からひと言”第２号です。・・・先生からの一言も。 

① 友達に誘われて軽い気持ちで初心者囲碁教室に入りましたが、初めがあまりの難しさに続けることができる

のか大分悩みました。最近、先生方の手厚い指導でどうにか対局できるようになりました。しかし、なかなか上

達しないので、やめようかと思う時もありましたが、今はなんとか続けています。 

mailto:itigoitie@aso.ne.jp
http://plaza.rakuten.co.jp/igotti/


 囲碁の面白さが少しずつ分かるようになってきましたので、めげずに頑張りたいと思っています。（大人 女） 

・・・囲碁は“親の死に目にあわなくなる”ともいわれるように対局に夢中になりがちになるそうです。囲碁の

面白さがわかるのには、もう少し時間がかかります。絶対やめないで続けて下さい。 

② 囲碁を習い始めたころは、囲碁って難しく苦手だったけど、初心者囲碁大会で３位に入賞してから好きにな

ってきました。もっと上手になりたいです。（小２ 女） 

・・・初めの頃に比べたらとても上手になりましたよ。お父さん、お母さん、お姉ちゃん、そしてＦちゃん・・・

４人とも棋力（囲碁ができる力）の差はあまりあしません。４人で競争しながら頑張っていくと必ず昇級してい

きます！ 

③ 囲碁は母から無理矢理に勧められて始めましたが、今は大好きになりました。家で学校のテスト期間中に囲

碁の勉強をしていると怒られたりしますが、もっと上手になりたいです。（中２ 女） 

・・・学校の勉強が第一です。でも囲碁も頑張ってネ。聞くところ学校の成績もトップクラスとのことすばらし

い。アタリの石を取るのはうれしいですね。でも、アタリになっている石は、とらないでよい時は取りません。

初めのころと比べると打ち方が変わってきて上手になりました。期待しています。 

教室に入ったら、みんなに“おはようございます”と元気な声で挨拶すると気持ちがいいものです。これからも

忘れないでネ！ 

 

ＲＫＫカルチャーセンター子ども囲碁講座 
（熊本市長嶺南 3-9-1 ＲＫＫカルチャーセンター ℡096-383-3900 囲碁講師 藤森常生） 
RKK カルチャ－センタ－祭子ども囲碁交流試合・入門教室 

子ども達が楽しく囲碁を覚える機会をつくろうと、3 月 18 日（日）に、「子ども囲碁普及会」が主催して、「子

ども囲碁交流試合・入門教室」が開催されました。 

当日は予想をはるかに超える 60 名の参加があり、その中には幼稚園の子ども達も大勢参加していて、大賑わい

の大会になりました。当カルチャ－センタ－長が用意してくれた参加賞のキャンデイも足らないほどでした。 

囲碁大会は、交流試合（40 名）と入門講座（20名）の二つのブロックに分かれて行いました。特に入門講座に、

全く囲碁が始めてという子供達が予想以上に多かったことは、主催者として大変嬉しい限りです。この子ども達

が囲碁に興味を持って、プロとは言わなくても、趣味として生涯の糧にしてくれれば万々歳です。 

また、付き添いのお母さん方も、一生懸命入門講座を聞き入っておられたのが印象的でした。 

交流試合の方は、各子供教室間で級位の違いがあり、組合せにあたっては、担当の先生方もかなり苦労されたよ

うですが、1 人 3 試合ずつ、無事特に混乱も無く終了しました。 

結果は、全勝（3 勝）が 5 人出ました。良く頑張りました。 

また、19 路盤は少し打つのが無理と思われる子どもも、どうにか最後まで打つこと出来ました。 

みんな打つ時は真剣ですね。集中力がついてとても良いことと思います。 

今回は、お蔭様で盛会のうちに終りましたが、またいつか、このような機会を作りたいと考えております。協力

していただいた関係者の皆様有難うございました。 

RKK カルチャ－センタ－交流試合結果報告 

 

 

 

 

 

 

全勝者（5 名） 
黨 泰志君（1 級）、鹿島知紘（13 級）、 
志戸岡雄君（15 級）、伊藤 凛君（15 級）、 
大坪稜平君（18 級）、 
 



      

三人息子が囲碁をはじめたのは、ささいな私の願望からでした。あれからおよそ１０年。 

揃って有段者となり小、中学校 個人戦、団体戦の全国大会も経験しました。もよりのお友だちも大切ですが、 

幼い頃から真剣勝負を重ねてきた県内の囲碁仲間たちは貴重な宝物です。（特に高２の長男はメールでぐんと世

界が広がっているよう・・） 

塾とは無縁ですが、囲碁で養われた集中力と面白い発想力は学ぶ意欲も向上させてくれています。 

長い時間をかけて、ゆっくりと囲碁をと共に“子育て”を楽しめたこと 

沢山の良い刺激を下さった囲碁仲間たち。 

それらの想い出は、きっと息子たちのメンタル面を支えてくれています。 

囲碁に関する皆さまに感謝しています❤ 

～囲碁を始めましょう！ 

そして続けましょう！～ 

 

              ちなみに囲碁２０級 岐部 秀登・敏喜・敏志の母  

   

  

熊本子ども囲碁普及会御中 

 前略 

 私は、以前「定石囲碁教室」を主宰していました山田と申します。 

 ご参考に、私が行っていた初心者に対する碁の教え方を投稿いたしますので、よろしければ、熊本子ども囲碁

便りに掲載をお願いします。 

全くの初心者に碁を教えるのは大変困難でした。その原因は、囲碁には地を囲うことと、石の生き死にという

二つの面があるからです。 

それで、私が辿り着いた究極の初心者教授法は、一つは中国ルールで行うことであり、もう一つは五路盤を使う

ことでした。 

一つめの中国ルールは、より多くの石が生き残った方が勝ちという生き死にだけを考えればいいからです。二つ

めの五路盤使用は、狭いのですぐに終局し、分かり易いということです。 

五路盤での練習はすぐに終わり、次は七路盤に移ります。なにしろ打っていてすぐに理解できますので、面白い

というのが一番良かったと思います。 

 実は、清宮先生という方が、五路、七路、九路の模範打碁例（定石のようなもの）を作られており、それを参

考にして実践すると、とっかかり易く、且つ石の形がよくて早く上達できました。 

 

 昭和５５年頃、小学生の鎌﨑姉妹をこの方法で教え、初めから二人がエキサイトしていたことを思い出します。 

一人は後年、全日本女子学生本因坊になったと聞かされました。 

以上 ご参考になれば幸いです。 

                                   平成２４年３月１９日 

 

                                山田整骨院 山田 道夫 

嬉しいお手紙 

２通いただきまし

た。 



熊本チビッコ碁友会（託麻囲碁クラブ） 

（熊本市保田窪５丁目９－２３  ℡096-382-0174 西山育子・田中信夫） 

夏休み、春休みなど長期の休みに入ると、当教室出身の大学生がきまって託麻囲碁クラブに集まり囲碁を楽しみ

ます。この春休みも帰省した学生が集まりました。現役の高校生や浪人生も交え懐かしい思い出話に花がさきま

す。 当時、小学校も中学校もばらばらだった彼らは、もちろん大学もバラバラです。ただ一つのつながりは 

「囲碁」です。中学・高校の時は部活でスポーツも頑張り、囲碁も頑張っていたのを思い出しますが、現在有名

大学に通っている人も多く、必死に学習塾に通わなくても囲碁によって培われた集中力や粘り強さで厳しい受験

を突破したのかもしれません。 

 この時期、塾や予備校の○○大学合格というチラシを見るたびに、囲碁は囲碁教室卒業○○大学合格と言うに

充分ふさわしい頭脳のスポーツだということを感じます。手前味噌でしょうか？ 

 集中力もですが、仲間づくりができるということもお伝えします。帰省するたびに連絡を取り合い、皆で集ま

って囲碁を楽しみお互いの情報を確認し、後輩にも色々なアドバイスをしてくれます。 

 現在、通っているチビッコ棋士達もいずれこうして色んな教室のお友だちと仲間づくりができていくのだろう

と楽しみです。（記 西山） 

 

  

 真和高校２年の田中一成です。縁があって、この会の運営をお手伝いさせて頂いております。 

 熊本囲碁研鑚会は、平成２３年４月熊本の囲碁支部や教室の枠を超えた研究会として発会しました。 

前田幸博地方棋士六段や、豊永幹雄氏、西山浩介氏、内田直也氏、小柳初之輔氏ら歴代の肥後本因坊，碁聖、 

若手ホープの橋本淳平くんを中心に一年間毎月一回開催してきました。 

しかし、参加人数が少数の月などもあり、平成２３年１２月に参加メンバーで話し合いを行い、西實氏、西山奈々

さん、田中が幹事をすることになりました。やっとのことで形になりだした会ではありますが、熊本の囲碁棋力

の向上へ精一杯尽力していきますので、よろしくお願いいたします。 

<会の目的> 

熊本の囲碁愛好者で、互いに研鑚し棋力向上させる。 

<参加資格> 

子どもから大人まで、棋力向上を志す者。 

（ただし、大人は四段以上、高校生以下は初段以上） 

<活動内容> 

主に対局（今後、棋譜検討なども行いたい） 

<日時> 

毎月一回（原則として日、祝祭日を利用する） 

午後１時から午後５時まで 

<会費> 

当日大人１０００円  子ども５００円（入会金不要） 

<次回開催日> 

４月２９日（日） 於：託麻囲碁クラブ 

５月２０日（日） 於：日本棋院熊本県本部 

 

熊本囲碁研鑚会の紹介 



一新こども囲碁教室  
（熊本市新町 3-4-22 一新こども囲碁教室 ℡096-352-7639 会長 毛利秀士 ） 
     レベルアップ実践教室開催のお知らせです！！ 
 冬休みに行いました入門教室に引き続き、下記の日程でレベルアップ実践教室を開催します。 
たくさんのチビッコの参加をお待ちします。指導は一新校区のベテラン有段者がやさしく親切に指導いたします。 
   
        日 時：４月３日(火)・６日（金）・・・春休み期間 
            ５月３日(祝)・６日（日）・・・連休期間 
            いずれも午後１時半～４時半 
        場 所：段山八幡宮社務所（熊本市島崎） 
 

 

                               

   

 
 

★３月に行われました「ゆうちょ杯ジュニア本因坊九州大会」については次のとおりでした。 
九州大分地区代表  橋本 淳平（熊本 湖東中２年）・宮脇 優太（大分県佐伯市 中１） 
九州都城地区代表  奈須 春樹（宮崎県日向市 小６）・別府 拓朗（宮崎県都城市 小４） 
 
★３月２５日熊本日日新聞社にて開催された「熊本県民囲碁まつり」は８４組、２５２名の参加でした。老若男

女が一斉に集い熱気にあふれました。来年もたくさんのチームをつくって参加して下さい。 
 
★「第二回交流囲碁大会」を開催します。会場の都合上定員オーバーの場合お断りすることがあります。 
お早めに各教室の先生に申し込んで下さい。 
日時：４月１５日（日）９；１５～１２：３０ 
会場：託麻囲碁クラブ（熊本市保田窪） 
会費：５００円（軽食つき） 飲み物は持参下さい。 
なお、車の乗り入れはご遠慮下さい。 
 
★４月２２日 TOTO 杯ジュニア囲碁大会熊本県予選があります。 
詳細につきましては、各教室の先生にお尋ねください。たくさんの方の参加をお願いします。 
夏休みに北九州で本戦が行われます。 
 

 

 

 

過去囲碁教室を主宰されていた方や保護者の方、囲碁を頑張っている高校生など幅広い方から原稿をいただき感謝しています。 

また、このお便りを楽しみにしているという声もいただきました。各教室や大会の様子などもよく分かるという声もあります。 

これから先もどうぞたくさんの方の投稿をお待ちします。読まれた後はポイしないで、囲碁を知らないお友だちに回して下さいね。

（西山） 

お知らせ 

編集後記 


